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第1章 事業承継・引継ぎ支援センターとは



4

事業引継ぎ支援センター事業
社員承継・第三者承継を支援

平成23年度～

事業承継支援ネットワーク事業
主に親族内承継を支援

平成30年度～

◎気づきの機会の提供(事業承継診断)
◎専門家派遣による経営改善
◎セミナーの実施
◎経営者保証解除に向けた専門家支援 等

◎M&A・マッチング支援
◎金融機関・仲介事業者への取次ぎ
◎後継者人材バンク    等

事業承継・引継ぎ支援のワンストップ窓口によって円滑な事業承継・引継ぎを推進

統合

福岡県事業承継・引継ぎ支援センター

令和３年度～

経済産業省所管の事業承継専門相談窓口

ワンストップ相談窓口による支援
（令和３年度～、事業承継支援ネットワーク＋事業引継ぎ支援センター）

データベースによる充実したマッチング支援
（全国規模のデータベースを構築）

相談無料
秘密厳守

事業承継・引継ぎ支援センターとは



後継者問題を
抱える事業者

マッチングや

紹介による支援

（2次・3次対応）

「登録支援機関」 登録の買手事業者

県内・他県の買手事業者

支援スキーム

構築

活性化協議会
弁護士など

起業希望者

専門家派遣

【磨き上げ】

福岡センター

見立て

申請支援

親族承継

第三者承継

社員承継

廃業希望

経営者保証
すべての事業者

支援業務の流れ
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事業承継計画
作成支援

承継サポート



主な支援内容
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①承継を行うに際しての課題や問題点の抽出並びに方向性など「現状分析」

②経営者並びに後継者がともに状況を共有するための「見える化」

③事業承継に向けた具体的な行動を起こすための「事業承継計画策定」

①承継スキームの組み立てと後継者への説明

②目安となる譲渡価格の考え方や資金調達に関するアドバイス

③支援開始から引継ぎ完了までのプロセス構築と必要な手続き及び書類のアドバイス（専門家紹介含む）

①承継スキームの組み立て

②目安となる譲渡価格の考え方のアドバイス

③買手候補の紹介並びにマッチング支援

④支援開始から引継ぎ完了までのプロセス構築と必要な手続き及び書類のアドバイス（専門家紹介含む）

第三者承継相談

社員承継相談(親族外役員・社員)

親族承継相談

センター内支援 （成功報酬等不要）

登録機関等への橋渡し（成功報酬等必要）
センター内支援 （成功報酬等不要）

専門家派遣(磨き上げ)（報酬等不要）



事業承継・引継ぎ支援センターの実績（全国合計）

⚫ 小規模事業者の第三者承継による事業承継は年々増加

出典：中小機構 News Release 令和6年5月30日

センター相談者数の推移 センター成約件数の推移（第三者承継）
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当センターの年度別相談・成約件数の推移
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第2章 事業承継の現状



後継者不在率の推移

⚫ 現状での後継者不在率は53.9％ 福岡県は57.9％と平均以上。

⚫ 社長の平均年齢は60.5歳
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事業承継・廃業予定年齢

⚫ 60歳以上70歳未満で引退を考えている経営者が最多

出典：2023年度版 中小企業白書
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廃業にかかるコスト

⚫ 廃業の際には様々なコストが負担し、清算手続きも煩雑

出典：2019年度版 中小企業白書を編集

廃業費用の総額

0円 8.9%

1円以上50万円未満 37.3%

50万円以上100万円未満 17.6%

100万円以上500万円未満 21.7%

500万円以上1,000万円未満 7.0%

1,000万円以上 7.6%

合計 100%

（％）
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第3章 事業承継の時期



事業承継を考え始めるきっかけ

① 代表者が高齢になった

② 代表者が病気になった

③ 代表者の知人が事業承継を行った

④ 資金繰りが困難になった

⑤ 廃業を見据え事業縮小している過程で、第三者

 承継ができると知った
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事業承継を先延ばししている理由

① 健康寿命の長期化（70歳前後の社長でも元気）

② 子供、従業員に引き継ぐからまだ大丈夫と考えている

③ 赤字・小規模だから事業承継できるはずもない

④ 長年経営してきた会社から引退するのが寂しい

⑤ 事業承継に関する知識が乏しい

→事業承継＝即引退ではありません

→社長が突然倒れたら会社はどうなりますか？

→本当にその候補者が承継してくれるか確認しましたか？

→赤字・小規模だからと諦めていませんか？

→知識がなければ判断できません
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事業承継を先延ばししている理由
①健康寿命の長期化

⚫ 後継者難による倒産件数が増加傾向し、そのうち最大の原因は
「販売不振」だが、次いで「経営者の病気・死亡」が多い

引用 帝国データバンク 全国「社長年齢」分析調査（2023年）

<後継者難による倒産件数の推移>
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経営者年代別の後継者の選定状況

⚫ 自分が後継者候補と考えていても、その本人に引き継ぐ意思
があるかどうかはわからない

出典：2023年度版 中小企業白書

<経営者年代別の後継者の選定状況>

事業承継を先延ばししている理由
②子供、従業員に引き継ぐからまだ大丈夫と考えている
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① ③

② ④

赤

字

資産超過

債務超過

52

12256

赤字経営＆資産超過 黒字経営＆資産超過

赤字経営＆債務超過 黒字経営＆債務超過

126

31 95

25 27

178
17.4%

14.0%

黒

字

53.4%

15.2%

52債務超過の会社

①黒字で資産超過 95

②黒字で債務超過 27

③赤字で資産超過

④赤字で債務超過

53.4%

15.2%

68.5%

70.8%

29.2%

100.0%

17.4%

資産超過の会社 126

31

25

178合計

損益計算書（収益性） 貸借対照表（安全性）

68.5%

31.5%

100.0%

122

合計 178

黒字の会社

赤字の会社 56

14.0%

31.5% 100.0%合計 122 合計 56

ӪʿⱢ▀ ᵃψὨ▄ ם̠ ˢDDˣιρ№ ᵃψ ᴥΰϘβˢ20̋˙30̋ˣ
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͍͏͕

事業承継を先延ばししている理由
③赤字・小規模だから事業承継できるはずもない
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事業承継を先延ばししている理由
③赤字・小規模だから事業承継できるはずもない

人的資源 有資格者、現場作業員、外注先など

物的資源 製品・サービス、自社工場、機械設備など

情報資源 取引先、仕入先、ノウハウなど

赤字・債務超過でも買い手に必要な経営資源を備え
ていれば事業を承継できる可能性はあります

<買い手が売り手企業に望む経営資源>
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譲渡価格別件数

20

事業承継を先延ばししている理由
③赤字・小規模だから事業承継できるはずもない



事業承継を先延ばししている理由
④長年経営してきた会社から引退するのは寂しい

Å 第三者承継で譲渡した大半の経営者は引継ぎ等のために事
業に関与している

出典：2023年度版 中小企業白書 21



事業承継を先延ばししている理由
⑤事業承継に関する知識が乏しい

出典：2022年度版 中小企業白書をもとに編集

Å 大半の経営者は事業承継の専門的知識を持った専門家に相
談せずに事業承継を模索している

10.0̋
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<経営資源引継の相談相手>
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第三者承継のメリット・デメリット

メリット

雇用が維持される

技術・ノウハウ・経営資源が次世代に引き継がれる

売却代金を得ることでハッピーリタイアが可能

デメリット

企業風土が変わる可能性がある

オーナー企業の場合、従業員のモチベーションの低下

引き受け手が見つからず、時間だけが経過する可能性
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⚫ 経営者の高齢化により、市場変化への対応が後手にまわり売上や利益が鈍化する
傾向にある

⚫ 成長期と下降期では売却価格に大きな差が出る！！

経年

創業
起業

成長

成熟

鈍化

経営
改善

事業
再生

民事
再生

円滑な
退出支援

経営改善
による
体質強化

浮上支援

成長拡大計画

４２歳（起業者の起業時平均年齢）

事
業
承
継
期
間

60歳～
70歳 

企業３０年説

企業ライフステージと事業承継期間

売上高
利益額

衰退

飛躍
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第4章 事業承継の事例



親族 事業承継支援事例 ①
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□　会社概要 □　沿革（西暦）

会社名

住所

資本金

従業員

業種

事業内容

□　主要株主 □　親族関係者

保有株式数（株）

□　経営者資産状況等 □　会社財務状況

自宅土地

自宅家屋

現預金

その他

その他

合計

 ͍ʽᵓּזχᵵ

株式会社■■ 1993年個人事業として創業

3,000千円 2004年後継者■■入社

5人 2014年■■取締役就任

■■業

1994年法人化

■■■■

備考

現代表 20 33.3% 現代表

株主名 割合 備考 氏名 年齢 続柄

69 本人

現代表妻 20 33.3% 現代表妻 68 妻 経理担当

後継者 20 33.3% 後継者 44 長男 専務取締役

次男 取締役

0.0%

0.0% 後継者弟 39

項目 評価額（千円） 備考 項目 金額（千円） 備考

発行済株式数 60 100%

売上高 50,000

40,000 自宅マンション 経常利益 1,000

60,000 借入残高 20,000

10,000 当期利益 1,000

10,000 有価証券 総資産 20,000

決算年月

特記事項
減価償却1,000千円特記事項 代表の個人的な金融機関借入は無し。

純資産 1,000

A
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□　SWOT分析

 ͎ʽⱧỘχ

自社の強み 自社の弱み（経営課題）

・業歴が長く、技術力に定評があり、固定客が多い。

・設計、製造迄一貫した生産体制と有している。

・新規顧客からの引き合いが多くある。

・中国、韓国に協力会社を多数有している。

・コロナ禍の影響を強く受け業容が悪化。

・財務体質が弱い。

・HPやSNSによる情報発信がなされていない。

・営業活動が弱い。

事業機会 事業脅威

・業界内の競争が厳しく、同業者の廃業が増えている。

・取引先への価格改定を申し入れしやすい環境になってい

る。

・インバウンドの増加。

・可処分所得の多い高齢者向け商品開発の可能性あり。

・仕入れ価格の増嵩。

・固定費（人件費、その他固定費）の増嵩。

・少子化の進行。

A
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□　事業承継における経営課題の整理

 ͏ʽὊְᴿ χ

課題 解決の担い手 優先度

1会社

・仕入価格の交渉による粗利の改善を行う。

・新規取引先、新商品開発による売上の増加に取組む。

・部門別の利益構造の分析により抜本的な構造変革を図

る。

・HP開設等、顧客との接点の拡大を図る。

経営者

後継者

経営者

・後継者とのコミュニケーションを密にして経営者とし

ての育成支援に取組む。

・経理部門の後継者への移管を進める。

・金融機関との交渉等、財務面での業務を後継者に移管

する。

・事業承継に関しての家族間合意形成を図る。

経営者

2

後継者

・経営者とのコミュニケーションを密にし、経営ノウハ

ウを承継する。

・公的機関の研修等を受講し、経営知識の修得を図る。
後継者 3

A
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 ͐ʽדᶪσⱧỘ Ὃϒχ₃◓

◆【必須記載】代表者変更の時期（案）

・2025年4月に代表者を後継者■■■■に変更する。

◆【必須記載（法人の場合）】株式の移転方法と時期(案）

・代表者変更と同時に、現経営者の株式と経営者妻の株式を後継者へ贈与する。

◆後継者育成スケジュール

・早急に取引先、金融機関を訪問し、■■■■が後継者であることを伝え、信頼関係の構築を進める。

・商工会議所、中小機構の研修を受講する。

◆経営者の今後のスケジュール

・事業承継に関する家族会議を開催し、正式な合意を取る。

・借入金の代表者変更に伴う保証人変更について、後継者と十分な協議を行い、金融機関に相談する。

◆販売戦略の転換

・現在の不採算部門を圧縮し、高粗利の部門への経営資源移管を進める。

・高粗利の■■部門を今後の収益の柱とし、この営業を強化、売上トップラインの拡大を図る。

・不採算である■■部門については、高い技術力を有するため、個別の受注には対応し、高付加価値型

のビジネスとして継続。

・現在検討中の新規事業部門については、現業との相乗効果を見極めたうえ着手する。

A
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ể Ễ ễ Ệ ệ Ỉ ỉ Ị ị ểỂ

2023年4月 2024年4月 2025年4月 2026年4月 2027年4月 2028年4月 2029年4月 2030年4月 2031年4月 2032年4月 2033年4月

30期 31期 32期 33期 34期 35期 36期 37期 38期 39期 40期

50,000 50,000 50,000 52,000 60,000 80,000

1,000 1,000 1,000 2,000 3,000 5,000

69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79

33% 33% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%

決算期

ẌẌ

2025 5 ẌẌẌẌ

ṕṾṖ

A
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44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54

33% 33% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

ṕṾṖ

A
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˗ ˗͈

山の壽酒造株式会社
福岡県久留⽶市北野町⼄丸 1・2合併番地
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第三者 事業承継支援事例 ⑤

専門家へ相談

子供には継がせたくない
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事業承継後の働き方



第三者承継・事業承継支援事例 ⑥
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第三者 事業承継支援事例 ⑦

詳細はこちらで確認してください
↓

https://shoukei9.smrj.go.jp/892/

46



47

事業がなくなると困る人の存在



事業承継支援事例 ⑦

48

経営資源の見える化

M＆Aは時間がかかる

条件面の歩み寄りも必要な時もある
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事業承継後の働き方

事業承継後の新事業
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親族承継の補助金
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M&A

M&A

ệỂ

ểṊ3

ṕM&A Ṗ

ẑ

ṕM&AṖ第三者（M&A)の補助金
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【ご相談】

・予約制 毎週月～金 9：00～17：00 （年末年始、祝日を除く） 

・相談は無料ですので、まずはお気軽にご連絡・ご活用下さい。 

・事業承継の支援経験を有する専門家がお話を伺います。 秘密厳守 相談料無料

【相談時必要書類】

・決算書並びに税務申告書（直近３期分）

・登記簿謄本（商業登記） 

・事業の概要が分かる会社案内など

・複数の会社が関係する場合、それぞれの会社の書類をお持ち下さい。

【相談場所】

・福岡商工会議所（常設）・北九州商工会議所（第１・第３水曜日）・久留米商工会議所・飯塚商工会議所（月２回）

【センタースタッフ】（詳細次ページ）

・統括責任者   １名

・承継コーディネ－タ－  １名

・サブマネージャー   12名（会計士・税理士・弁護士・診断士・宅建士・金融機関）

・エリアコーディネーター  5名（診断士）

・事務スタッフ   3名 合計22名

【問い合わせ先】

・福岡県事業承継・引継ぎ支援センター

・〒812-8505 福岡市博多区博多駅前2-9-28 福岡商工会議所ビル8階

・電話 092-441-6922 FAX 092-441-6930  E-mail fhktg@fukuoka-hikitsugi.go.jp

・URL https://fukuoka-hikitsugi.go.jp/

事業承継・引継ぎ支援センター概要
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【第三者承継支援 10名】

【親族承継支援 8名】

福岡県事業承継・引継支援センターは、親族承継にかかる支援と第三者承継
にかかる支援を一体となりおこなっています。

【親族承継支援】は、福岡県下の事業者について事業承継状況を調査すると
ともに、親族承継に必要な現状分析・計画策定など「磨き上げ」に必要な専門
家派遣や社員承継・第三者承継のニーズの掘り起しを行います。

【第三者承継支援】は、社員承継・第三者承継について、買手の探索からマッ
チング・最終契約に至るすべての支援を直接的・間接的に支援を行います。
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統括責任者
松岡守昭

統括責任者   1名
親族承継支援 8名
第三者承継 10名
事務スタッフ  3名
計 22名
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※CO:コーディネーター SM：統括責任者補佐（サブマネージャー） AC：エリアコーディネーター

【問い合わせ先】 予約制 毎週月～金 9：00～17：00 （年末年始、祝日を除く）
・福岡県事業承継・引継ぎ支援センター ・〒812-8505 福岡市博多区博多駅前2-9-28 福岡商工会議所ビル8階
・電話 092-441-6922 FAX 092-441-6930  E-mail fhktg@fukuoka-hikitsugi.go.jp ・URL https://fukuoka-hikitsugi.go.jp/
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